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1992年2)~ 151=1 (土〉 学校教育研究所
@学校 5日告IJに対応する指導の工夫 丸山義王 (J1I崎市総合教育センター)
・学校5日制論議の検討一小鳥弘道『学校 51ミli!1jと教育課程』



















































































































































1 .論文mt稿は，未発表のものに限る。(ただし， Iコ頑発表，プリントの場合， この限りではな
2.編集委員会において枚数を指定するもの以外の論文原稿は，原則として400字詰原稿用紙A




( 1 )吉本二郎『学校経営学』国土社， 1965年， 123真。
( 2 )永岡 /1出「現代学校経営計画論Jr学校経営研究』第 1巻， 1976年， 15頁。
(3) Griffith， D. E.， Administrative Theory， Appleton-Century-Crofts Inc.， 1959， p.21 
(4) Weick，K.E.，“Educational Organization as Loosely Coupled Systerγ" Administra-
ti ve Science Quarterly， Vo1.21， 1976， pp.75-76. 
5. 論文原稿には，必ず論文題目の欧文を付すること。
6. 論文原稿は， 3部(コピー可〉送付すること。 原稿は原則として返却しなし'0
7. 論文投稿の申し込み期限は毎年8月末日とし，原稿提出JtJ31取は，毎年10月末日とするO
-146-
編集後記
ここに大塚学校経営研究会紀要 f学校経営研究』第18巻をお届けしたく思います。
本誌はi予i巻より大脇康弘会員を委員長とする新編集委員会の下で編集，発行されてきましたが，
同会員の在外研究による不在のため私がピンチ・ヒ y ターの委員長代行として本巻の編集業務を
担当させていただきました。本巻は後述するような特徴をもっておりますが，その基本は大脇委
員長が打ち出した編集方針に沿うものです。
本巻は前巻の特集「再考・吉本学校経営学」に引き続き，日本の学校経営研究の基盤を形成し
た諸理論を再検討。し，新たな学校経営理論を構築していくための基盤づくりを課題として「日本
の学校経営理論の再検討」と題する特集を組みました。 日本の学校経営理論の基盤を形成したと
忠われる1960年代の理論的諸著作を対象として，その意義と問題点，提起された理論的課題を本
研究会の中堅，若手会員が批判的に検討したものです。対象とした全ての著作が，今日に至るま
での学校経営研究に多大な影響を与えてきたものであり，本誌での検討が今後の学校経営研究に
何等かの示唆を提起できるものとなれば幸いと考えております。
また本特集に合わせまして，会員外の方から学校・教育経営研究につきましてご自身の研究を
ご紹介いただくものとして，広島大学教育経営学講座の青木薫先生に特別寄稿をお願いしました
ところ， ご快諾いただき掲載させていただくことができました。本研究会が東京教育大学，筑波
大学の出身者を中心に構成され，学問的にも高い同質性を持っていることは否定できませんので，
今回のような寄稿論文をいただくことは大変有意義なことと考えております。
前巻の「編集後記jにおいて記されました「特別論文」につきましては，長年にわたって現代
イギリス教育経営研究に取り組んできた小松郁夫会員に，その研究の取り繕めとなる論稿をお願
いし，通常の1. 5倍のスペースで掲載いたしました。紙数にとらわれずに本格的な研究論文を
掲載する，というのがこの「特別論文Jの趣旨ですので，今後も本誌の「看板jとなるような研
究論文を継続的に掲載できればと考えております。自由研究としては比較的若手の研究者会員の
投稿論文を 3編掲載しており，また現職教員の会員の論稿を「学校現場の問題」として掲載いた
しました。各々特色のあるテーマやアプローチとなっておりますが，投稿者に世代的な偏りがあ
り幅広く会員各層からの投稿を希望したく思います。とりわけ大学院生諸君の新鮮な研究が本誌
を飾ることになるよう大いに期待したく考えております。
本巻では加えまして，本研究会会長の永問先生編『現代教育経営学Jの書評を中留武昭会員に
お願~)し掲載しております。本書の執筆者全員が本研究会会員で，なおかっ本誌に掲載する書評
ということで，中留会員には大変ご迷惑なお願いであったかと存じますが，全く学問的な観点か
らの書評をいただくことができました。
本誌も本巻で18巻となりました。「成人」まで後2年， I青春j真直中にあるともいえますo
f青臭さ」から脱皮し， I成熟Jした研究誌に育つようさらなるご指導とご助力をお願い申し上げ
たく存じます。 1993年3月堀内 孜
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